
せ卜かな |夕1然に〃ィまれて

穏やかな清流「浅の川」と、緑豊かな「角間」の里山に囲まれて。
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ヨ上本町

田上町

田上1丁 目

田上2丁 目

田上新町

田上公町

下中島

旭日会 ij■ 田T

「石
引
道
」
探
訪
ウ
ォ
ー
ク
大
会
に
参
加
し
て

虻
　
副
館
ｋ
　
ト
ーーー

誠

城
東
地
区
公
民
館
連
絡
協
議
会

５０
川
年
記
念
事
業
の
一環
と
し
て
、
ふ
る
さ
と
歴
史
の
道

「
石
引
道
」
探
訪
ウ
オ
ー
ク
大
会
が
、５
月
１２
日
（土
）
に
戸
室
清
水
を
起
点
に
金
沢
城
ま
で
の

‐２
ｋｍ
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

午
前
８
時
、
小
雨
降
る
肌
寒
い

天
気
の
中
百
名
を
超
え
る
参
加
者

が
７
班
に
分
か
れ
て
、
戸
室
清
水

を
出
発
し
ま
し
た
。
山
間
の
道
を

大
渡

（当
時
の
道
幅
は
９
ｍ
、
現
在

は
約
４
巴
か
ら
石
切
り
場
跡
へ
、
そ

こ
に
は
タ
ガ
ネ
で
割
ら
れ
た
石
が

多
く
残
さ
れ
て
い
て
、
当
時
の
石
工

の
技
術
の
中同
さ
に
驚
き
を
感
じ
ま

し
た
。
今
回
の
コ
ー
ス
に
は
前
も
っ

て
各
所
に
説
明
板
が
設
置
し
て
あ
り
、

地
名
の
曲
来
や
当
時
の
様
ｒ
が
わ

か
り
や
す
く
書
い
に
あ
り
ま
し
た
。

中
納
言
千
場
、
大
体
場
あ
た
り
で

雨
が
上
が
り
、
茶
ノ
木
原
と
途
中

休
憩
を
と
り
な
が
ら
よ
う
や
く
た

ど
り
着
い
た
と
思
う
問
も
な
く
、

ド
田
上
橋
か
ら
小
立
野
台
地
ま
で
の
急
な
上
り
坂
の
野
坂
に
、
相
当
に
体
力
が
消
耗
し
疲

れ
は
て
、
「
い
し
曳
き
」
の
苦
労
が
し
の
ば
れ
る
場
所
で
し
た
。
上
野
町
の
旧
道
亀
坂
か
ら
下

馬
地
蔵
に
到
着
し
て
、
石
引
商
店
街
の
方
に
コ
ー
ヒ
ー
を
ご
馳
走
に
な
り
一息
つ
く
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
「石
引
き
保
存
会
」
に
よ
る
石
引
き
の
実
演
に
見
送
ら
れ
て
、金
沢
城
に
向
け
て

兼
六
園
脇
を
通
り
２０
分
後
に
よ
う
や
く

「石
川
門
」
に
た
ど
り
着
い
た
の
は
お
昼
も
過
ぎ
た

こ
ろ
、
大
変
で
し
た
が
楽
し
く
参
加
で
き
た
大
会
で
し
た
。



田
上
公
民
館
は
、
田
Ｌ
校
ド
の
２６
町
会
の
皆
さ
ん

の
公
民
館
と
し
て
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。
シ
リ
ー
ズ

６
回
日
の
今
回
は
田
上
本
町
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

■
:

田
上
本
町
は
、
昭
和
五
十
年
頃
ま
で
は
、
緑
豊
か
な
山
や
豊
富
に
採
れ
た
野
菜
畑
等
は
、
太
陽
が
丘
一互
―
タ
ウ
ン
と
な
り
、
大
き
な
医
療

施
設
も
建
て
ら
れ
、
ま
た
一方
広
大
な
田
圃
は
団
地
化
さ
れ
昔
の
面
影
は
跡
形
も
な
く
変
貌
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

「‐町
名

の
歴
史
」

田
上
本
町
の
古
を
訪
ね
て
み
ま
す
と
、加
賀
國
五
駅
の
う
ち
の
田
上
駅
が
置
か
れ
て
そ
こ
に
は

駅
馬
が
置
か
れ
て
い
た
こ
と
に
よ
り
馬
場
田
上
言
わ
れ
現
在
も
そ
の
名
が
残
っ
て
お
り
ま
す
。
ま

た
承
平
時
代
（九
三
一年
～
）頃
に
は
「加
賀
郡
金
浦
村
多
賀
美
」
と
か
か
れ
て
お
り
、文
明
時
代
金

四
六
八
年
～
）に
は
「加
州
金
下
郡
大
字
馬
場
田
上
之
保
」
と
書
か
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。

今
か
ら
四
百
七
十
年
程
前
（戦
国
時
代
の
後
期
）
の
天
文
七
年
盆
五
三
八
年
）
当
時
の
田
上
郷

は
上
田
Ｌ
村
と
下
田
上
村
に
分
か
れ
た
こ
と
に
よ
り
田
上
郷
は
消
滅
し
た
よ
う
で
す
。

時
に
こ
の
年
に
加
賀
藩
主
前
田
利
家
が
尾
張
国
荒
に
て
生
ま
れ
て
お
り
ま
す
。
昭
和
三
十
一
＾

年
に
金
沢
市
に
編
入
し
た
こ
と
に
伴
い
町
名
を
田
上
本
町
と
し
た
た
め
、
四
百
Ｌ
卜
年
余
年
の

間
続
い
た
上
田
上
の
字
名
は
消
え
去
り
ま
し
た
。

わ
が
町
の
社
は
古
く
、
嵯
峨
天
皇
の
時
代
の
弘
仁
二
年
（九
百
二
十
七
年
）
の
創
建
と
い
わ
れ
「神

田
神
社
」
と
称
し
祭
神
は
饒
速
日
命

（に
ぎ
は
や
ひ
の
み
こ
と
）
で
あ
り
ま
し
た
。
神
田
神
社
の

♯〕
が

―――¬

イ中
社
の

歴
史
|                _

町

JttR

訪

ヽ
一
ビ

ア
ユ
、
下
一―
―

カ

ワ
ヨ
シ
ノ
ボ
リ
、

文
。深
田

宰
史



格
式
は
高
く
一時
期
官
舎
で
あ
り
ま
し
た
。
い
つ
の
頃
か
ら

か
村
の
一角
に
鉱
泉
が
湧
き
出
た
こ
と
に
よ
り
、
い」
れ
は
薬

師
の
神
で
あ
る
少
名
彦
命
の
お
授
け
で
あ
ろ
う
と
ゆ
う
こ

と
で
、
村
人
た
ち
は
少
名
彦
命
を
祭
神
と
し
社
名
も
少
名

彦

（す
く
な
ひ
こ
）
神
社
に
変
更
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
お

り
ま
す
。
し
か
し
い
つ
の
頃
か
ら
か
明
治
に
な
る
ま
で
は
社

名
が

「
薬
師
社
」
と
な
り
、
明
治
に
な
り

「
少
彦
社
」
と
変

わ
り
、
更
に
明
治
四
十

一年
か

ら
は
少
名
彦
神
社
と
改
称
さ

れ
現
在
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。

な
お
菅
原
道
真
を
お
祇
り
し

た
菅
原
神
社
も
併
設
さ
れ
て

お
り
ま
す
。し

る
べ
」

岡
の
下
に
い
つ
頃
建
て
れ
た
の
か
判
り
ま
せ
ん
が
荒
削
り
の
戸
室
石
に
「右
ゆ
わ
く
え
」
「左
と

も
ろ
え
」
と
刻
み
込
ん
だ
「道
じ
る
べ
」
が
建
っ
て
お
り
ま
す
。
道
じ
る
べ
の
あ
る
地
点
は
、
右
に
行

け
ば
田
上
本
町
を
通
り
、
銚
子
町
・北
袋
。湯
涌
・横
谷
を
経
て
越
中
の
刀
利
を
超
え
西
赤
尾
方

面
に
行
く
為
の
重
要
な
道
で
あ
っ
た
の
で
一時
期
官
道
（国
道
）
で
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
更
に
左
に
行

け
ば
俵
を
経
て
越
中
の
福
光
方
面
に
行
く
重
要
な
道
路
で
あ
っ
た
わ
け
で
す
。
」ゝ
の
様
な
歴
史
の

中
に
生
き
続
け
た
田
上
本
町
は
、
現
在
朝
霧
台
の
皆
さ
ん
を
含
め
ま
す
と
九
百
七
十
三
世
帯
で
、

住
ん
で
い
る
人
は
、
一
一千
三
百
余
人
で
あ
り
、
大
き
な
町
に
変
貌
し
て
お
り
ま
す
。

常
に
加
賀
富
士

（大
門
山
）
を
眺
め
、
山
豆

か
な
自
然
に
囲
ま
れ
、
浅
野
川
の
流
れ
を
耳

に
し
て
、
四
季
の
虫
の
音
を
聞
き
な
が
ら
生

活
で
き
る
田
上
本
町

。朝
霧
台
は
住
環
境

と
し
て
最
高
の
地
で
あ
り
、
一方
こ
の
地
で
住

ん
で
い
た
古
の
人
々
を
偲
び
つ
つ
日
々
の
生
活

を
送
れ
る
楽
し
い
町
で
あ
り
ま
す
。

８
月
４
日
（土
）
快
晴
の
夏
空
の
も
と
、
第
一回
こ
ど

も
公
民
館
が
浅
野
川
（朝
霧
公
園
付
近
）
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
当
日
は
３０
度
を
超
え
る
暑
さ
で
し
た
が
、

参
加
し
た
親
子
は
冷
た
い
川
の
中
で
涼
み
な
が
ら
、

浅
野
川
に
生
息
し
て
い
る
生
き
物
を
夢
中
で
追
い
ま

わ
し
て
い
ま
し
た
。
ア
ユ
、
ヤ
マ
メ
、
カ
ヮ
ョ
ン
ノ
ボ
リ
、
ド

ジ
ョ
ウ
、
ア
ブ
ラ
ハ
ヤ
な
ど
８
種
類
の
魚
を
観
察
で
き
た

ほ
か
、
大
き
な
モ
ク
ズ
カ
ニ
を
捕
獲
す
る
こ
と
が
で
き
、

参
加
者
か
ら
大
き
な
歓
声
が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

参
加
し
た
子
供
た
ち
は
、草
陰
や
大
き
な
石
の
下
に
色
々

な
生
き
物
が
共
生
し
て
い
る
こ
と
を
知
り
、
驚
い
た
様

子
で
観
察
し
て
い
ま
し
た
。
最
近
で
は
自
然
の
生
き

物
に
触
れ
合
う
子
供
た
ち
の
生
き
生
き
し
た
姿
が

あ
ま
り
見
ら
れ
な
く
な
っ
て
お
り
、
い」
の
こ
ど
も
公
民

館
で
貴
重
な
体
験
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。
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′ヾ スツ7～ 立
山
登
山
バ
ス
ツ
ア
ー

文
ｉ
口
村

裕
子

、
山
岸
体
育
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
部
長
の

や
や
眠
た
そ
う
な
皆
さ
ん
で
あ
っ
た
が
、先
工
は
明
る
く
晴
れ
、
暑
く
な
り
そ
う
な
下
界
を
後
に
が
ア
ラ
ン
バ
ス
ガ
イ
ド
さ
ん
の
楽

し
い
お
し
ゃ
べ
り
に
耳
を
傾
け
な
が
ら
弥
陀
ヶ
原
に
到
着
。
禅
庭
花
貧
ッ
コ
ウ
キ
ス
ゲ
）
の
咲
く
中
、全
員
で
記
念
写
真
を
撮
影

し
た
。
雲
は
少
し
あ
る
も
の
の
、黒
部
湖
も
少
し
見
え
て
い
て
、気
分
は
ア
ル
ピ
一ズ
ト
ー

室
堂
付
近
は
、夏
休
み
に
入
っ
た
ば
か
り
の
晴
れ
の
土
曜
日
と
い
２
」と
も
あ
り
、全
国
各
地
か
ら
の
観
光
客
、学
校
登
山
の
小
。

中
学
生
で
から
た
返
し
て
い
た
。
高
山
植
物
に
癒
さ
れ
な
が
ら
、
一ノ
越
に
つ
く
と
、
更
に
驚
い
た
。
頂
上
ま
で
の
長
い
列
が
続
い
て

い
た
の
で
あ
る
。
登
り
の
長
い
列
に
比
べ
て
、
降
り
て
く
る
人
が
少
な
か
っ
た
の
だ
が
、
そ
の
原
因
は
翌
工
山
登
頂
記
念
」
の
鈴
を

貰
う
た
め
に
奥
の
院
で
お
祓
い
し
て
も
ら
う
人
の
行
列
と
、小
学
生
の
学
校
登
山
の
行
列
に
因
る
と
い」ろ
が
多
か
っ
た
よ
う
だ
。

遅
々
と
し
て
進
ま
な
い
行
列
に
道
な
き
道
を
行
い」う
と
す
る
輩
も
い
て
、
「危
な
い
ぞ
！
」
の
怒
声
が
飛
ん
で
い
た
。

今
年
の
立
山
は
冬
の
積
雪
が
多
か
っ
た
た
め
か
、
雪
渓
が
た
く
さ
ん
残
っ
て
い
た
。
室
堂
周
辺
の
ヽヽヽ
ク
リ
ガ
池
の
周
辺
で
、白
い
冬

毛
と
茶
色
の
夏
毛
の
混
ざ
っ
た
雷
鳥
を
目
撃
で
き
た
人
は
大
喜
び
！

さ
て
、毎
年
恒
例
の
田
上
公
民
館
主
催
の
登
山
バ
ス
ツ
ア
ー
は
、毎
年
の
よ
う
に
参
加
し
て
下
さ
る
田
上
本
町
の
仲
良
し
娘
や

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
レ
デ
ィ
ー
ス
の
他
に
、
公
民
館
俳
句
教
室
の
面
々
や
自
慢
の
力
ど
フ
を
持
参
の
方
々
、家
族
連
れ
の
総
勢

４９
名
が
今
回
も
無
事
に
下
山
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
夏
休
み
の
お
孫
さ
ん
と
立
山
登
山
で
き
た
吉
田
さ
ん
は
、
お
と
と
し
は
池

め
ぐ
り
、
〈７
年
は
雄
山
登
頂
と
た
く
ま
し
く
成
長
し
た
姿
に
目
を
細
め
て
い
た
。
行
き
帰
り
の
バ
ス
の
中
で
は
、
ロ
ン
ド
ン
オ
リ

ン
ピ
ツ
ク
の
開
会
式
が
放
映
さ
れ
て
い
た
。

長
い
よ
う
で
短
い
夏
、来
年
こ
そ
は
足
を
鍛
え
て
、
山
の
風
を
全
身
で
感
じ
て
み
ま
せ
ん
か
。



社

平
成
２４
年
度
社
会
体
育
大
会
が
、
５
月
２７
日
。田
上
小
学
校
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
日
差
し
が
少
し
強
く
汗
ば
む
陽
気
で

し
た
が
、
一日
中
気
持
ち
の
よ
い
青
空
が
広
が
っ
て
い
ま
し
た
。
今
年
の
大
会
で
は
、
田
上
一丁
目
上
一丁
目
町
会
の
二
連
覇
が
か

か
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、各
町
会
で
は
そ
れ
を
阻
止
す
る
た
め
の
戦
略
を
練
っ
て
大
会
に
臨
ん
で
い
ま
し
た
。

平成24年度社会体育大会成績

曜
.:`]

田上新町
田上公町

妥ド・ 7ト

田上一丁目
田上二丁目

文

・
深
田

宰
史

個
人
競
技
で
は
、パ
ン
く
い
競
走
や
障
害
物
競
走
な
ど
、
小
学
生
の
元
気
な
姿
が
光
っ
て
い
ま
し
た
。

学
校
の
運
動
会
と
は
違
っ
た
姿
が
見
ら
れ
た
の
で
は
な
い
で
し
ま
つ
か
。
ま
た
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
。お
ば

あ
ち
ゃ
ん
陛
代
か
ら
孫
陛
代
ま
で
家
族
総
出
で
競
技
に
参
加
し
て
い
る
姿
は
微
笑
ま
し
い
光
景
で

し
た
。

町
別
対
抗
で
は
、
各
競
技
と
も
に
接
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、
最
後
に
行
わ
れ
た
小
学
生
の
対
抗

リ
レ
ー
で
１
位
と
な
っ
た
旭
町
が
準
優
勝
に
輝
き
、
人
人
の
対
抗
リ
レ
ー
で
１
位
と
な
っ
た
田
上
新
町
・

公
町
が
総
合
優
勝
の
栄
冠
を
勝
ち
取
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
町
別
対
抗
リ
レ
ー
で
は
、
各
町
会
の

応
援
席
は
総
立
ち
状
態
で
声
援
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。
各
町
会
は
、ベ
ス
ト
メ
ン
バ
ー
を
揃
え
て
来
て

い
る
だ
け
に
手
に
汗
握
る
真
剣
勝
負
に
会
場
は
人
盛
り
上
が
り
で
し
た
。

本
大
会
の
結
果
は
以
ド
の
と
お
り
で
し
た
。
残
念
な
が
ら
、
田
Ｌ

丁^
目
∴
一丁
目
町
会
の

二
連

覇
は
実
現
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

ｌ
位
田
上
新
町

。田
上
公
町
、
２
位
旭
町
、
３
位
田
上

ｒ^
日

。田
上
二
丁
日
、
４
位
若
松

。角
間

。

下
中
島

・旭
日
会
、
５
位
田
上
町
・田
上
の
里
。さ
く
ら
並
木
、
６
位
太
陽
が
丘
、
７
位
田
上
本
町

朝
霧
台
。

こ
の
社
会
体
育
大
会
は
、
体
力
を
競
う
こ
と
以
外
に
普
段
顔
を
合
わ
せ
た
こ
と
の
な
い
町
会
の
人
々

と
ふ
れ
合
う
よ
い
機
会
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
初
め
て
参
加
さ
れ
た
方
も
多
か
っ
た
こ
と
で
し
ょ
つ
。

ま
だ
参
加
し
た
こ
と
が
な
い
方
は
、
ぜ
ひ
参
加
し
て
み
て
は
如
何
で
し
ょ
つ
か
？

競
技
に
参
加
さ
れ
た
方
、
ま
た
は
応
援
席
を
盛
り
上
げ
て
く
だ
さ
つ
た
方
、
本
当
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
」ゝ
の
大
会
を
機
に
、
町
会
の
親
睦
が
深
ま
る
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

最
後
に
、
田
上
小
学
校
の
濱
田
校
長
先
生
が
祝
辞
の
中
で
出
さ
れ
た
宿
題
を
達
成
す
る
こ
と
が

出
来
ま
し
た
か
？

「 コ,、i ll;11
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第4回グランドゴルフ大会盛大に開催
サ
マ
ー
サ
マ
ー

文

・
村
田

栄
美
子

サ
マ
ー
サ
マ
ー
ギ
Ｆ
フ
リ
ー
田
上
。社
の
里
小
学
校
夏
休
み
児
童
作
品
が
、

９
月
Ｈ
日
か
ら
２４
日
ま
で
田
上
公
民
館
で
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
話
題
の
２
作
品
が
、
校
長
賞
に
輝
き
ま
し
た
。
の
さ
か
ゆ
う
あ
君

（１
年
生
）
の
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
は
、家
族
で
楽
し
く
作
成
。
カ
ッ
プ
メ
ン
・

ア
イ
ス
・ヤ
ク
ル
ト
の
容
器
を
シ
ル
バ
ー
塗
装
。
高
く
積
み
上
げ
ら
れ
、
土
台

の
骨
組
み
は
ネ
ッ
ト
で
巻
か
れ
て
雄
大
で
し
た
。

草
あ
ん
じ
君
（
５
年
生
）
の
オ
ス
プ
レ
イ
は
、

針
金
で
立
体
的
に
作
成
。
後
部
の
ハ
ッ
チ
が

開
く
様
に
工
夫
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
他
作
品
に
も
、
７
フ
イ
パ
ン
時
計
、
海
ぞ

く
船
等
、
子
ど
も
の
発
想
は
、
と
び
っ
き
り
無

限
大
で
素
敵
な
作
品
ば
か
り
で
し
た
。

ヤ

9月 22日残暑厳しい中、快晴のもと

戸室スポーツ広場で町連・公民館合

同グランドゴルフ大会が開催されました。

今回は留学生チームを含む16チーム

で開催され、皆さんは和気あいあいの中、

大会を充分満喫されていたようです。

また、初参加の留学生に指導するなど

留学生との交流もできたようです。成

績は以下の通りです。
東京スカイツリー

MV-22オ スフ'レイ

いちごの特大
バースデーケーキ

むかしのよろい

校長賞 野坂友愛 (男 )
田上小学校 1年 2組

草 晏慈 (男 )
社の里小学校5年 1組

さいとう いまり

斉藤伊麻里 (女 )
田上小学校4年 1組

館長賞 川端慈生 (男 )
社の里小学校2年3組

特別賞 高尾 幸志 (男 )オリンピックロボ
田上小学校2年2組

十特別賞ですが、今回だけ特別ということで町会連合会長から特別賞を贈|りました

校長賞

館長賞

ひまわりA
田上本町

ひまわりB

(ひまわりA)

(田上2丁 目)

(旭上B町 )

」０

機

癬

０

tヽ

数

今年は、4年に一度のオリンピック

の年でした。今回は特に女子選手

の活躍が印象に残つた大会でした。

地域と部員の皆様の協力により、館

報第93号を発刊することが出来ました。

これからも地域の皆様に愛される館

報づくりを心掛けてまいります。ご協

力をお願いいたします。

ぃの3錦澪轟鎌酬釧日

特別編集員  彦坂

清宏

宰史

修二

貝」正

栄美子

聡

裕子

美穂

哲郎

こ意見・ご感想。ご希望を

お間かせください。

下記FAXまでお寄せください。

〒9201151金 沢市田上町14街区4

076-261-1331

076-261-1516

浦

田

田

田

田

田

村

淵

三

深

村

村

村

坪

吉

井

長

員

部

委

下記の応募用紙をコし ―して λ頂くか、公民館に備
'イ

、1'の 所定用紙にご記入の上、
公民館の応募箱にl隻票して 、ヽ

+ ｀

■問正解者の中から10名様に i〔 :=ギ ,を差し上げます みなされ奮 1,て こ応募ください ^

藩政期より、浅野川を取水としている「金浦用水」の総延長はどれだけでしょうか。

① 3.4km ②4.4km ③ 5.4km ④ 6.4km

平成18年 10月 に開通した、田上一舘町線のシンボルでもある「朝霧大橋」の全長はどれ程でしょうか。

① 106m ② 126m ③ 146m  ④ 166m

田上小学校は明治 6年「河北郡下田上村落小学校」としてスタートしました。
現在の場所に校舎が移転したのはいつ頃でしょうか。

①昭和33年頃  ②昭和43年頃 ③昭和53年頃 ④昭和63年頃

西暦1500年頃、若松には「若松本泉寺」がありました。その時代より今も若松にある地名は何でしょうか。

① 京 ②太刀 ③萩高 ④警備野

浅野川を取水とし、田上校下を流れている用水は「金浦用水」とあと 1つはどこでしょう。

①若松用水   ②鈴見用水   ③辰巳用水   ④旭用水

江戸時代末期、加賀藩校として壮猶館がありました。砲術と医学を教育する為、土清水に塩硝蔵をつくりました。
その後、下田上村 (現在の田上町)に も新設されました。その場所はどこでしょうか。

①田上少年運動広場 ②金沢刑務所 ③旧国立若松病院   ④田上神明社

)26箇所程    ③ 32箇所程    ④ 38箇所程

④昭和55年

JJ卜ち   旧金沢市役所浅川出張所は田上町の旧道沿いにありました。近くには田上交番や郵便局もありました。

平成 18年 に供用開始した、山側環状の「崎浦涌波 トンネル」の本線の長さはどれだけでしょうか。

問題 Ql Q2 Q3 Q4 Q5 Q6 Q7 Q8 Q9 Q10
お答え

ご住所 お名前
hitpi tagamihome b og61 fc2 com/

①463m ② 563m ③ 663m ④ 763m


